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この“Complex" 説は非イオン性活性剤のなかでポリオキシエチレン基の附加していない Span 型 (s­
orbitan fatty acid ester.)がフエノーノレ性物質に対して効力抑制を殆んど生じさせないのに反し， その分
子構造内にポリオキシエヂレン部分を持つ Tween 型 (polyoxyethylene sorbitan fatty acid ester) 或い















Carbowöx 類による効力抑制: Table 1 tこ Carbowax 4000が0.5--20%共存している場合に ， Asp. niｭ
ger の発育を阻止するに必要なノ~ラベン類の濃度(以下有効濃度) ，及び乙の濃度と Carbowax4000の存
在しない場合，即ちパラベン類の本来の有効濃度との比を示した。
Table 1 Carbowax4000 共存時のパラベン類の有効濃度及び有効濃度比
[C山口4000 I o 0.5 1.0 2 5 10 20 
濃度w/v % 
メチルパラベン IO~.070;。 0.080 0.084 
1.15 1.20 














プロピルパラベン I 0.022% 0.024 0.025 0.027 0.034 0.050 
1.091.25 1.25 1.54 2.2 











ン性活性剤である Tween80 (POE sorbitan monooleate) の 1%溶液中でメチル及びプロピルパラベン






lyoxyethylene sorbitan monooleate) , BOー型 (P.O.E. oleylether) 及び NP-型 (P.O.E. nonylphenyl 
ether) の三群について各群中でエチレンオキサイド、の附加モル数 6 --40 の範囲で種々に変化させた活性
剤を選ぴ，その各々の 1%溶液について前実験と同様にこれらの活性剤の共存下におけるパラベン類の有
効濃度及びこれと活性剤の存在しない場合の有効濃度の比を求めた。一例として Table n にBO-型活性
剤における場合を示す。
一一 329 -_ 
Table n BO-型活性剤各々 1%共春時のパラベン類の有効濃度及び有効濃度比
BO- -6 -8 10 -12 -15 -20 -25 -30 40 
メチルパラベン 0.128 0.140 0.150 0.150 0.150 0.142 o .135 0 .135 0 .120 
1.8 2.0 2.1 2.1 2.1 2.05 1.9 1.9 1.7 
エチ Jレパラベン 0.130 0.133 0.140 0.130 0.120 0.115 0.105 0.095 
3.35 3.4 3.5 3.2 3.0 2.9 2.6 2.4 
プロピルパラベン 0.210 0.180 0.170 0.160 0.155 0.135 0.130 0.115 0.100 
9.5 8.2 7.7 7.3 7.1 6.2 5.9 5.2 4.5 










竺7<<ン類の溶解度巴塑土三 c竺恒型翌五色些三竺当直fj:剤の影担jの村 1違 Fig 1 及び 2 はそれぞ













































Table Jn及び N に示した結果はよくこれを裏付けるものであって，非イオン性活性剤によるパラベン類
の効力抑制についての著者の見解を完全に支持するものと考える。
TableJn可溶化溶液中に於げるパラベン類の Asp. niger I乙対する有効濃度
濃度 % 。 0.5 1 1.5 2.0 
メチルパラベン 0.150% 0.165 0.153 0.153 0.148 
プロピルパラベン 0.170% 0.185 0.185 0.180 0.180 
メチルパラベン 0.147% 0.160 0.175 0.175 
プロピルパラベン 0.162% 0.230 0.275 0.295 >0.3 
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TableN パラベン類の Asp. niger v乙対する有効濃度に及ぼす可溶化溶液中の油性物質の影響
油性物質 I ......r~ ~ , . J..LL ~.-r- .lt.L.-6'-.r A ¥ I 有効濃度|非イオン性活性剤4) 卜一一一一一一一一 | 濃度%1 " .. -，~-". I メチルパラベン | プロピルパラベン
流動パラ万γ「可 BO- 8mol. 0云ι 0.195% 
グ 1 I B 0-10 0.155 0.185 
1 P Ml) 1 1 グ 0.175 0.265 
が 1 I B 0-12 0.155 0.265 




オリーブ油 1 1 
50%オリーブ油3) 1 1 
キシレン 1 0.5 
グ 1

















































即ち，研究対象としてパラオキシ安息香酸エステル類(パラベン類)を選ぴ，これの Asp. niger に対
する効力が非イオン性活性剤の P.O.E. 部分を形成するポリエチレングリコール類によって殆んど抑制
きれないことを第一段階で明かにし， Complex 説の妥当でないことを積極的に証明した。第二段階では親
油性部分の異なる三群の非イオン活性剤をえらぴ，そのそれぞれのエチレンオキサイド (E.O.) 附加モ Jレ
数の異なる系列の影響を検討した。そして非イオン、活性剤のパラベン類の効力低下作用は同一系列の活性
剤群では或る特定のモル数の E.O. を附加したものが最も強い影響を示すこと，パラベンのエステル基
が大になると乙れに対して最大の影響を与える活性剤は E.O. の附加モル数の低い側に移ること及びその
際の効力低下の度合はパラベン類のエステルの大きいものほど大きいことを明らかにし，乙の事実は Co­
mplex 説では説明し得ないことを示した。また一方でパラベン類の溶解度に対するポリエチレングリコー
ル類と非イオン活性剤の影響の相違を実験的に明確にして，非イオン活性剤のパラベン類に与える影響の
機構を考察し，青木等の説の妥当性を積極的に証明した。更に乙の考察が他の油性物質を活性剤で可溶化
した溶液中でのパラベンの効力の消長機構の説明にも完全に延長し得ることを実験的に証明した。
要するに本論文は非イオン性活性剤によるフエノーノレ性化合物の効力抑制の機構を綿密な実験結果に基
き理論的に解明し，非イオン活性剤の形成するミセ jレとパラベン類の性質の相関性が効力抑制の程度を規
制する要因であることをも明らかにしたものである。この結論は一般的に抗菌性物質或いは抗カピ性物質
の製剤中における効力を論ずる場合及びこれらの製剤の実用化に当って有力な根拠を提供するものであっ
て，本論文が博士論文として充分な価値あることが認められる D
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